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令和 7 年度 第５回 第１部会（賑わい創出／交流人口／都市機能）会議概要 

日 時 令和 7 年 10 月 21 日（火）午前 10 時〜12 時 
会 場 中央区役所 5 階 対策室 

出席委員 
相⽥委員、⽥中委員、⻑⾕川（⽂）委員、海藤委員、 
⻑⾕川（敏）委員、保坂委員（オンライン）、松川委員 

欠席委員 菅原委員 
関 係 課 ＜建設課＞⾼橋係⻑、三宅技師、内藤技師 
事 務 局 ＜地域課＞三間係⻑、⾦⼦主査、伊藤主査 

 

議 題 （１）今年度及び次年度の特色ある区づくり予算「区役所企画事業」について 

会議内容 
及び 

決定事項等 

○今年度及び次年度の特色ある区づくり予算「区役所企画事業」について所管課
から説明を受けました。委員からの意見は以下のとおり。 

① だれでも２㎞ストリート（建設課） 
・新潟県障害者福祉協会や利用者等と協議しながら着実に整備を進めてほしい。 
・点字ブロックの整備や、サインや看板を充実させるなど、誰もがストレスなく

ウォーカブルな都市空間を追求してほしい。 
② ⻄海岸公園等利便性向上事業（建設課） 
・環境整備により⼦ども連れの利用増が見込まれるため、特にトイレについては

早期改修に向け詳細設計・検討を経て速やかに工事に着手してほしい。 
・公共交通機関によるアクセス向上のため、バス停から公園までの案内表示の整

備について検討してほしい。 

議題 （２）新潟都心のまちづくり「にいがた 2 ㎞」勉強会 

会議内容 
及び 

決定事項等 

〇第１部会の活動方向を探るために、「にいがた 2 ㎞」について都市政策部から
資料に基づいて説明を受けました。 

＜主な意見＞ 
・「にいがた 2 ㎞」を通してどのようなまちにしたいのか、端的に表せるキーワ

ードやキャッチフレーズがほしい。 
・説明ではソフト事業が中心であったが、「まちの顔」をどうしていくかというハ

ード面のビジョンが分かりづらい。 
・⼀般市⺠への事業の浸透を進める発信⼒が弱く、伝わっていないのではないか。 
・⼀過性のイベントだけではなく、来訪者が常時回遊できる仕組みづくりを。 
・ビジネスと観光の両輪が必要。                 など 
○勉強会配布資料の中で何に着目し、部会として「にいがた 2 ㎞」の活性化のた

めにどのような取組ができるかを各委員が検討し、11 月 7 日（⾦）までに事務
局に提出することとなりました。 

次回日程 令和 7 年 11 月 12 日（水）午後 3 時 30 分〜 中央区役所 5 階 対策室１ 
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